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92．5 100．0 100．0 100．0 100．O
◎はずかしさ 50．0 26．4 44．4 40．O 68．8 20．0 55．6 47．5 幼一小※※
㊦信じたくない 75．0 80．0 44．4 70．O小一中※ 68．8 100．0 77．8 82．5 幼一腰※
㊥うらやましさ 56．3 33．3 44．4 45．O 62．5 66；7 77．8 67．5
㊥罪意識 50．0 6．7 44．4 32．5 幼一小※※
ｬ一中△
43．8 26．7 66．7 42．5
㊦かわいがりすぎる 43．8 40．O 44．4 42．5 56．3 46．7 66．7 55．0
㊦どう取り扱えば 31．3 46．7 66．7 45．0 43‘8 46．7 55．6 47．5
㊥あきらめ 50．O 46．7 33．3 45．0 56．3 26．7 33．1 40．0
⑪もし，いなければ 37．5 26．7 22．2 30．0 75．O 46．7 11．1 50．0
幼一中※※
ｬ一中△











































































































社会的価値性 3．1 3．3 3．3 3．3
個性的価値性 2．2 2．4 2．3 2．6
活　動　性 3．7 3．7 3．9 3．6


















































































社会的価値陸 3．2 3．1 2．7 3．5 3．4 2．5
個性的価値性 2．4 2．1 2．2 2．4 2．1 2．4
活　動　性 3．9 3．8 3．4 3．9 3．9 3．5
潜　勢　力 2．5 2．5 2．6 2．6 2．3 2．1
※※
総　　括
　われわれはダウン症児とのかかわりの中から，彼らは落着きこがなく，注意二二で他人
の話を聞うとしないなどの傾向が強いように思われる。そのような傾性のいくらかはダウ
ン症児に対する親の理解・態度によるのではないかと思われる。そこで，ダウン症児をも
つ父親と母親，それぞれ40名，対象群として一般の精薄児をもつ父親と母親それぞれ37
名を対象に，アンケート調査を行なった。それは，親の理解・態度をLevinsonの指摘
した7段階を参考にした第1部とSD法による子どもに対する親のイメージを調べた第1
部からなっている。
　その結果は，
①　父親より母親が多くの心の動きを経験している。つまり，母親が子どもに直接かか
わりをもっているために，子どもの理解に混乱をきたしている。が，子どもがいることに
父親より「生活のはり」を感じ，父親より，より早く子どもを正しく理解しはじめてい
る。
②　ダウン症児の両親は全員ンヨックを受けているが，一般の精薄児の両親は80％のもの
がショックを受けている。特に，父親においては，DSGとCGとの間に有意な差が認め
られた。また，この子をもったことに対する「はずかしさ」においては，ダウン症児をも
つ両親より一般の精薄児をもつ両親の方がより多くのものが経験している。特に，母親に
おける両州の差は統計的に有意であった。
　さらに，この子を「どう取り扱ったらよいか」という疑問については，ダウン症児をも
つ両親が一般の精薄児をもつ両親より，より多くのものが経験している。
③　Levinsonは知恵おくれの子をもつ親は，①ショック，②拒否，③はずかしさ，④下
意識，⑤嫉妬，⑥過保護と排斥の段階を経て，⑦適応に至ることを指摘しているが，’本研
究においては，ダウン症児をもつ両親は，①ショック，②拒否，③嫉妬，④罪意識，⑤過
保護と排斥，⑥適応となり，「はずかしさ」の気持は余りなく，「罪意識」より「嫉妬」
心が先に経験されている。しかし，心の動きの経験の順位は，3位，4位，5位のところ
は混沌としていて，はっきり順位づけることは難しいようである。
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④　ダウン症児をもつ両親の子どもへのイメージは，個性的価値性と潜勢力に対しては，
良いイメージをもち，社会的価値性と活動性に対しては，悪いイメージを抱いている。そ
して，一般の精薄児の父親より，子どもを熱心で，親切であると思っている。ダウン症児
の母親は一般の精薄児の母親より，子どもを親切でおとなしいがおそいと思っている。ま
た，ダウン症児の両親は，子どもが成長するにつれて，子どもの社会的価値性において，
良いイメージへと変化しているということを見出した。
⑤対象者の数が少ないので，今後数を増すことにより，精確を期したいと言う。また，
数年後に同一の対象者に同じ質問をして，親の子どもへの理解・態度を検討したいと思
う。最後に，御協力いただいた，御両親様や養護学校の先生へ感謝申し上げます。
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